
オリジナル品種で日本一のわさびを！（伊豆市）

お名前 わさびのマルキチ
井上 嶺太さん（34歳）

就農した時期 2019年４月（就農６年目）

栽培品目と面積   わさび    １ha

販路    市場、外食産業、輸出など

働き手 本人・妻・父・母
正社員１名・パート１名

R６.7.25訪問

農家さんの写
真

（笑顔で）

◼ 就農したきっかけ
八代続くわさび農家の次男として生まれ、大学卒業後、民間企業、中学校教師を経て、就農しました。代々続いてきた家業
を守りたいという気持ちと同時に、無限の可能性のある自分で事業を行うということに大きな魅力を感じ、就農を決意しま
した。

◼ 栽培方法
特にオリジナル品種の作出に力を入れています。見た目だけでなく、辛み、甘み、色、粘り、香りの観点から、新しい品種
を作出しています。より良い品種を残し、栽培する品種を更新することで、わさびの品質向上に努めています。

◼ 生産、経営、販路等に関する課題
わさびは、市場での価格変動が大きい作物です。経営の安定のために、市場出荷を中心としながらも、外食産業への直販、
業務用オンライン販売、輸出等、多様な販路を確保しています。

◼ 今後取り組みたいこと
今後もオリジナル品種の作出に力を入れ、誰もが「わさびのマルキチ」のわさびを買いたいと思うようなわさびを作りたい
です。また、年々暑さを増す気候に負けないような耐暑性をもった品種の作出にも取り組みたいです。

マルキチのわさび漬け
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